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色彩治療とは色彩治療とは

　実は、皮膚には光を受容するタンパク質が

存在すると最近の研究で明らかにされて

きております。

　皮膚自身が光＞波長を感受し、光駆動

蛋白質を使って、ホルモン分泌を調整したり、

神経伝達物質を調整したり、自律神経の

バランスに作用したりするのです。

（次頁→）

　本来、人は眼の中に存在するロドプシン

という光受容体物質が備わっており、光を

受け取ったロドプシンが脳へ伝達し、赤色、

青色と認識し我々の視野に色として投影

されているのです。

しかし、残念ながらヘレンケラーには肝心な

眼のロドプシンが機能していません。眼が

見えないのに、色を言い当てる要素はどこに

あるのか？

　壁面を赤一色で塗った部屋と青一色で塗った部屋の２部屋があるとします。

赤一色で塗った部屋に入ると、興奮作用が促され交感神経優位になり、奮起して落ち着かない

といった症状が出てきます。また青一色で塗った部屋に入ると、抑制作用が促され副交感神経優位

になり、集中出来たり、落ち着いたりといった症状が出るという事も実証されております。（生活環境

における色彩が人体に及ぼす影響に関する研究 ； 橋本令子）

　ヘレンケラーも盲目で有名ですが、赤色、青色と様々な色を手にとって触って色を言い当てていた

と、自書の「わたしの生涯」に書いております。目が見えないのに何故分かるのでしょうか？

それは皮膚に答えがあります。
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